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1.中 期信用の意義及び 目的
中期信用とは,固定資本へのための金融である長期信
用と流動資本へのための短期信用との間にあつて,その
どちらにも区分しがたき中期的金融のことである。
商業活動においては固定費本のための長期金融 は問題
とされないで,主 としてその短期流動資金のみが必要 と
せられる。これに対して農業金融ではその資金が灌瀧,
排水等の土地改良費に用いられるので固定的となり,し
たがって長期金融のみがこれまで主として問題とされて
きた。したがって商業金融については長期固定金融が軽
んぜられると同様に農業金融においては中期及び短期流
動金融がほとんど考慮されていなかった。これは農業が
一般に小規模経営であり,過去においては総耕作面積の
約50パー セント(註Dが小作地であり,農作物の過半が
自家消費,小作料として使用され残 りのわずかなものが
商品として販売されるにとどまったからである。かかる
半自給経済体制のもとにある農業者は正境の金融機関か
らは融資を受けるに困難であった。また農業は季節に支
配され,それ故に資金の需要σ)季節性が強 くその生産物
の商品的転換には多くの場合1力年を要し,商工業の如
く敏速でありえないから,その流動資金の供給は商工業
におけるそれのように2カ月又は3カ月の手形割引によ
るのでは無理である。ここに中期信用制度の必要の理由
が存 し,我国においてはかかる制度が存在せずここに中
期的農業金融の必要の第一の理由がある。
戦前の我国においては不動産金融を行う土地抵当銀行
があったが,不動産担保金融はその手続が困難で敏速を
要件とする中期流動資金の供給には不適当である。また
無理にそれを利用しえたとしても特殊な農業生産の場合
は期間が6カ 月でもまた2力年に亘るといえどもその本
質は流動資金金融であり,運転資金であることには変り
はない。
またもしこの土地抵当による金融 をうけることがで き
たとしても,不 動産銀行本来の仕事 である土地抵当によ
る長期金融業務 の副 業的性格を有するに外ならない。
かかる事情か ら農村への中期信用供給のために特 異な
中期信用機関の必要が痛 切に感 じられ るようになるので
ある。 ここに特殊性度確立の必要 の第二の理由があ るの
である。以下 この種の制度 として比較的早 くより設立せ
られた米国における連邦中期信用銀行を中心 として述べ
てみたい と思 う。
註1。農業復興会議編,「日本農業年鑑」 によれば,戦 前
昭和10年における自作地は322万町歩,小作地は284万
町歩,また昭和15年においては自作地331万町歩,小
作地277万町歩であり,その比率は各々46.8パーセ ン
ト,45.5パーセンhである。
2.連邦中期信用銀行の由来と発達
米国においては1916年連邦農場貸 付法(FederalFa・
rmLoanAct)が制定 されて,農 地 の購入,固 定的永
久的土地改良更に耐久的設備購入等に対する三年以上 に
亘 る長期 信用の行われるようになるまでは商業銀行以外
にはこのような農 業金融について組織的な努力は払われ
ていなカ;った。 また商業銀行のなす30日または60日まで
の短期農業信用はあるが,こ れ らの短期農業信用と連…邦
農場 貸付法による長期信用 との中間の期間に対する農業
信用は1932年の中期信用を行 うための農業信用法(Ag-
riculturalCrditAct)の成立によってである。
戦争軍需品の輸出を助長す るために,1918年に戦時金
融 会社(WarFinanceCorporation)が創設 され輸出
者及び輸 出者に融資せ る銀行に対 して貸付をなした。第
一次大戦終結後も貿易振 興のためにそ の活動を継続 し,
一方 その当時 ようや く→ 投的 となった恐慌のため農産物
の海外輸出促進 の方面 での活動がはげ しくな った。戦時
金融会社の設立 目的が当初は輸 出金融にあったことに よ
り,そ の活動分野 に制限をうけたので,特 に農業関係者
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から不満の声がたか くなった。そ こで護会は農業翼係産
業に貸 ト『をなした銀行に対して貸 付をな しうるように制
度 を改めた。 この貸 付は一年以内 と一応はなっていたが
更新,借 換によって三手までは継硫 され うることになっ
ていた。(註1)
これは当 初の改 正目的である農産物の販売 のための短
期金融ではな くて半流勤的,半 固定的金融として申期金
融へ一歩 を進め,さ らに連邦中期信用制変確 立への誘因
として意義あることである。 しか し戦痔金融会辻よ りう
けた融資は,こ れを農業者へ貸付けねばな らぬ との法 律
的制限は存在 しなか ったので,貸 付頷のかな りの部分が
地方金融機関によって流用せられた。 また事務系統 の簡
素{ヒを目的 とした間接貸付制度は,資 金要求の当人た る
農 業者よ りも地方金融機関のみに便宜を与えた。(註2)
そこで議会は中期 信用の永続的制度 の研究 を進 め農業信
用法(AgriculturalCreditAct)を通過 したのであ る。
農業救済金融のために異なる趣旨の数法案を合成統一
したのが農業信用法であり,そ の法令の もとでは金融鰻
関として二簡類のものを創設することとなった。 これは
各 々金融 の目的が異 るのであ り当然のことと言 わねばな
らない。その一一つは連邦中期信用銀行(FederalInter-
mediateCreditBank)であ り,こ の連 邦中期信用銀
行は全額政府が出資 し,経 営 してい く銀 行(註3)で あ
り,農 業者への直接貸付は行わ ないこととした。 もう一
つは国民農業 信用会社(NationalAgriculturalCredit
Corporation)であ り,そ の所 有,経 営は まった く民間
人によって行われ,連 邦中期賃用銀行か らその運営資金
の供給をうけ農 業綜こ対 して直接 貸付をなす も の で あ
る。
連 邦中期信用銀行は連 邦上地銀行(FederaILandBa-
nk)と同 じく全国 を12の金融区に分 ら次の諸都 市 に 事
業所たる銀 行本部を設 置した。
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資本金 は1行 各 々500万ドル,12行合計で6000万ドル
であった。1923年1乙第一回の払込をなし,各銀行は特に
必要となった場合には各行所有の農業手形を担保として
資本金の十音までの債券発行を認可(註4)せられた。そ
の債券はほとんど政府の公賓と同様な取扱いをうけ,債
券の直接の責任は発行せる銀行自体であったが,万一危
機 の生じた場合は他の11行が連帯尿証をするという仕組
になっていたので,応募者にとっては非常に安全確実な
ものであったといえる。
連邦申期信用銀行の割ヲ1歩合は銀行が決定をするが債
券の利率と割引歩含とは農業信用管理庁(註5)の承認が
ない限 り1パーセソ ト以上の差があってはならない。
連邦中期信用銀行は資本金の供給が当初は政府によっ
てなされたので,その運営利益は当然納入されるべきで
あったが,銀 行の資本金の額まで積立をなすことを義務
づけられており,積立金が資本金と同額に二達するまでは
各期計上利益の半額を積立てなければならない。(註旬
また積立金が資本金と同額以上になると純利益の10・〈一・
セソ トだけを積立金として行内に留保すればよいことに
なっていた。
農業に対する巾期金融を目的として設立された連邦中
期信用銀行の貸付は当然のことながら農業に局限され,
6カ月から3年以内の中期金融をなした。その貸付方法
も前述のごとく直接に資金入用の農業者になすのではな
くて生巌信用組合(ProductionCreditAssociation)
協同組合銀行(BankforCo・operatives)への間接貸
付をなしたのである。しかし,その融資のかなりの部分
が生産信用組合に対してなされた。 ・
最後に特に注目しなければならないのは1956年の新立
法によって生産信用組合が連邦中期信用銀行の株式を買
入れることになったこと ぽ の で,これまで全額政府出
資であった連邦巾期信用銀行も次第に農業者所有の民間
金融機3目に移行しつつあることである。
連邦中期1言用銀行は手続上の問題,危険の回避等の理
由からすべて間接貸付をなしたが農業者への直接貸付の
機関として前述のように国民農業fi言用会社(National
AgriculureCreditCorPoration)を設立することを認
めた。(註8)これは中期直接貸付をなすことを目的とし
た民間資本の会社であり債券の発行もなしえたが会社が
地方的であり逮邦中期信用銀行のの債券に比較して条件
が不利だったので低利率で債券発行をなしうる連邦中期
信用銀行の再割引をうける方が有利であった。この種の
会社は国立銀行と連邦中期信用銀行の二重監督をうけ免
税の恩典もなかったので僅かに三社が設立されたにすぎ
なかったが,活動を継続していたのは太平洋国民信用会
社のみであった。(註9)これも1933年の農場 信 用 法
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農葦日こおけ る中期信月;制,戊
によりこの種の会社を新規に設立することを禁 じられ,
そのかわり生産信用組合制度が創設されることとなった
のである。
註1,J.B.Morman;FarmCreditintheUnited
StatesandCanada.p346～9.
註2.春 日井 薫博 七稿 「中期 信 用 機関 の意 義 及 び そ の 必
要 」明 大 商学 論 叢12巻5号
註3.AgriculturalCreditActof1923.
Title1.Sec.201
『註4.AgriculturalCreditActof1923.
Title1.Sec203a.
註5.農 業'、言用管 理庁(FarmCreditAdministration)
1930年～33年の 不玩 時 に 中期fl淵銀行 の 取 引先 で あ る
民 間金 融 機関 の 資 本充 実 を政 府 が援助 した り,農 業者
融資 の ため 地 区農 業信 用会 社(RegionalAgricult-
uralCreditCorporation)を設置 した り農牽 物価 格
維 持 の ため 商品 金 融会 社 を設 立 した り したが,1933年
農 場信 用 法 に よ って,生 産信 用 制度,協 同 組合 銀 行 と
同 時 に 農業 信 用管 理庁 を 設 置 した.農 業信 用管 理庁 は
士 地銀 行,中 期 信 用銀 行,協 同 組合 銀行 お よび生 産信
用会 社 を監 督す る。
註6.AgricuSturalCreditActof1923.
Title1.Sec.206a.
註7.農 林 水 産業 生 産性 向上 会 議編
「ア メ リカの農 業金 融 」p.39
註8.AgriculturalCreditActof1923.Title2.
註9.大 下 禎 五郎 氏 稿 「米政 府 の 棉 花金融 政 策」
銀行 研 究21巻,4号
3.連 邦中期信用銀行と生産信用組合
中期農業金融制度が設 立され,農 業への中期的資金 の
低利 信用が行われた際に危険の回避,事 務簡素 化のため
に,これを間接コ勺に農業者へ供給 した。連邦中期信用銀行
が銀行その他の金融機関にのみ直接 貸付をな したので農
業者の資金需要は十分に満たされなかった。 しかし農業
者 の組織す る販売組合へはi白:接貨付を認めたのでこの組
合組織 を利用すれは1、「用を うることがで きた。しか し,か
かる販売組合はi三たる日的が農産物配給にあ り信用を う
る 目的のために販売組合 を新設することは不可能であ っ
た。(雀1)そ こで農業者へのiIIl:接貸付の機関 として生産
信用組合を創設す ることとな ったのである。 これは1933
年に議会 を通 迎した農場C用 法(FarmCreditAct)に
よるのて ある(t生産 信用組合(ProductionCreditAsso'
clation)は農業者 の組織する信昂組合であ り,農 業 者
か ら受入れた手形の再割 引または貸 付を連邦中期⊆訂目銀
行 よ りうけることによ り資金 を調達し農業者に直接貸付
をなす機関である。1933年の発足当時は政府機 関 で あ
る生 産 信 用 会 杜(ProductionCreditCorporation)
(9E2)が資本金 を出資 して生産信用組合の設 立に協力 し
たが次第に農 業者 自身の出資を増大して生産信用会社を
通 してなされた政 府出資を返還 しつつある。生産信用組
合 の設立 目的が連邦中期信用銀行資金の農業者への直接
貸付のためで あり,そ の所要資金は中期信用銀行か らほ
とん ど融通をうける。貸 付の場合 の担保 としては作物,
家畜,機 械,器 具等の動産に対 し第一抵当権 を 設 定 す
る。1955年ICおける政府 出資すなわち生産信用会社の出
資比率は1.4・R一セン ト,498組合 のうち生産信用会祉 よ
りの出資金 を全額返還 したのは419組合に達 している。
Gr3)1956年の新立法に より生産信用組合は連邦ll囎ll匹ζ
用銀行 の株式 を買入れ ることにな り全額政府出資であっ
た遍ll中期f、言用銀行 も漸次農 業者所有 の民間金融機関に
変化するてあろう◇
註1.M.R.BenedictCanwesolvethefarmpro・
blem?邦訳アメil力農業政策史 山口辰六郎氏監修
註2.生産信用会社は1956年iζ二中期lri用銀行に合併された
註3、農林水産業生産性向上会議編 「アメリカの 農業 金
融lP.36
4.結 論
以上米国の連郎中期信用銀行を中心として論述 してき
た訳であるが政府の援助がなければ速邦中期信用銀行の
資金コス トは商業銀行の資金コストより高くなる。米国
の系統金融機関の資金 コストより高 くなる。米国の系統
金融機関の資金源泉は債券発行によるものであり,他の
金融機関への投資よりも有利でなければ債券の応募者が
ないからである。米国の系統金融機関が貸出利率を低減
し商業銀行と競争するためには,何らかの手段により低
利資金を集積する機能をそなえなければならない。
米国の連邦中期信用銀行は,銀行とはいえども債券発
行による資金の集積はできたけれどミ,預金吸収機能をあ
たえられていなかったのである、,この点については我国
の系統金融機閃(農林中金一 ・一信連一一単協)は預金受
入機能を右しており,同時に債券の発行もなしうるので
有利であると言わなければならない。米国の農業金融制
度は不況のあるごとに改善され,完備されてきたのであ
るが,ふ りかえって我国の実状をみるに中期信用に対す
る強い要求があるにもかかわらず,これまでほとんど満
足すべき制度がなかった。例えば養蚕業について言えば
桑間,蚕具等について二年から三乍の中期信用を必要 と
し,特に桑園は植苗してから三年以上経過 しないと活足
な生産をあげえない。また近来導入されつつある疏菜類
のビニールフィルム,ポリエチレソフイルム被覆による
促成栽培,.抑制栽培のごときは申期信用を必要とする適
例である。
農業が新技術,新作物を導入するためには資金的裏付
がなければならず,このため我国においても中期信用制
度が必要となってくるのである。農地改革により土地だ
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けあたえて名目上のド|作農iを創設しても無意味である。
米国の農業念融機関は1、湖 事業に積極的であるのに,
我国の金融機関は貯蓄運動にのみ重点をおき資金の貸付
によって農業経営を合理iヒしようとの努力に欠けている
ように思われる。この点特に我国の農業生産性を考えあ
わせてみた場合,一層考慮されなければならないであろ
う。
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